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10
月
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
「
普
及
啓
発
促

進
月
間
」
で
す
。
こ
の
月

間
を
通
し
て
セ
ン
タ
ー
の

果
た
す
役
割
を
再
確
認
し
、

会
員
・
役
職
員
の
意
識
高

揚
を
は
じ
め
、
地
域
社
会

へ
セ
ン
タ
ー
事
業
を
広
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
普

及
啓
発
活
動
を
実
施
。
地

域
に
根
ざ
す
シ
ル
バ
ー
事

業
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

① 普及啓発チラシ配布

②「シルバーの日」清掃ボランティア

③シルボンヌ沖縄経験交流会への参加

④会員手工芸作品販売(シルボンヌ会場)

⑤のぼり旗等の掲揚、ＨＰ等によるＰＲ。

【センター独自の取り組み】

「シルバーの日」ボランティア活動
事務所周辺清掃で「普及啓発促進月間」アピール

当センター独自の取り組みとして「シルバーの日」清掃ボランティアは、沖縄市シルバー人材セ

ンターの事務所周辺などで美化清掃作業を通して、普及啓発促進月間をアピールした。大城博副

理事長は「今回も事務所周辺の清掃作用となった。安全には十分に配慮して作業をお願いしたい」
と挨拶された。

〈発行所〉
公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター

〒904-2155 沖縄市美原 3丁目 1番1号

電話番号（098）929-1361
http://www.okinawasisi.com

10月21日現在の会員数484人
（男性321人・女性163人）
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令和7年度 シルボンヌ沖縄経験交流会

長峯さん・小渡さん・清水さんの3人が作品出店

沖
縄
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
主
催
に
よ

る
令
和
7
年
度
シ
ル
ボ
ン
ヌ
沖
縄
経
験
交
流
大
会
」

が
10
月
22
日(

水)

に
沖
縄
タ
イ
ム
ス
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
5
名
の
会
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普

及
啓
発
促
進
月
間
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
会
員

や
一
般
市
民
へ
シ
ル
バ
ー
事
業
の
基
本
理
念
等
の
正

し
い
理
解
と
会
員
の
活
躍
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
昨
年
に
続
い
て
の
開
催
。

今
年
は
浦
添
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
当
該

セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
経
験
発
表
を
行
っ
た
。
県
内
拠

点
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
多
く
の
会
員
が
集
う
な
か
多
彩

な
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
盛
り
上
が
っ
た
一
日
で
し
た
。

ま
た
、
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
パ
ネ
ル
展
示
や
各

セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
よ
る
作
品
物
販
ブ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
、
多
く
の
市
民
ら
で
賑
わ
っ
た
。
当
セ
ン
タ
ー

か
ら
も
3
名
の
会
員
が
作
品
を
出
品
し
た
。

シルボンヌとは

「silver(シルバー)」とフランス語で女性の「お手伝い」

「 親切」「優れた」という意味の「bonne(ボンヌ)」の造語です。

「シルボンヌ大会」の展示販売コーナー
に沖縄市から3名の会員さんの手工芸

作品が出品され、多くの来場者が買い
求められた。
長峯さんの洋服やマース(塩)袋、小渡
さんの手染め紅型のバックやペンケース、
清水さんのレースコースターはどれも
人気で大盛況であった。



（３）令和７年１１月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第218号）

わ
が
街
、
沖
縄
市
は
本
島
中
部
に
位
置
し
て
お
り
、
人
口
１
４
１
，
６
２
５
人
、

世
帯
数
は
６
８
，
０
０
７
世
帯
、
う
ち
６
０
歳
以
上
の
人
口
は
３
９
，
９
５
０
人
。

県
内
で
は
那
覇
市
に
次
い
で
人
口
が
多
い
都
市
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
沖
縄
市
は

１
９
７
４
年
に
コ
ザ
市
と
美
里
村
が
合
併
し
て
誕
生
。
昨
年
の
令
和
６
年
４
月
１

日
に
、
市
制
施
行
５
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
５
９
年
５
月
１
６
日
に
設
立
し
、
同
年
６
月
１
２
日
に
県
知

事
の
認
可
を
受
け
、
セ
ン
タ
ー
事
業
を
開
催
し
、
昨
年
４
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

９
月
の
末
の
会
員
数
は
４
７
４
名
。
平
均
年
齢
は
７
４
．
８
歳
。
う
ち
女
性
会

員
は
１
６
１
名
の
平
均
年
齢
は
７
４
．
３
歳
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
派
遣
事
業
と
受
託
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
派
遣
事
業
の
主
な
内

容
は
、
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
送
迎
業
務
、
学
童
の
送
迎
と
補
助
業
務
、
洗
車
の
拭
き

上
げ
業
務
が
あ
り
、
受
注
件
数
は
１
７
件
。
就
業
延
人
員
は
２
，
８
６
７
人
日
。

実
績
は
約
１
千
６
百
１
９
２
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
受
託
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
内
１
７
か
所
の
公
園
の
草
刈
清
掃
及
び
ト
イ
レ
清
掃
。
中
城
湾
港
臨
港
道
路
の

草
刈
清
掃
お
よ
び
公
園
ト
イ
レ
清
掃
。
そ
し
て
、
倉
敷
ダ
ム
の
草
刈
、
ト
イ
レ
、

施
設
清
掃
。
そ
れ
か
ら
、
倉
浜
衛
生
施
設
組
合
の
ゴ
ミ
分
別
作
業
で
す
。

ま
た
、
消
防
本
部
な
ど
の
公
共
施
設
内
清
掃
を
６
か
所
。
市
の
粗
大
ゴ
ミ
受
付
等

の
業
務
も
請
け
負
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
女
性
会
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
受
注
件
数
は
７
１
９
件
、
就
業
延
人
員
は
３
４
７
２
９
人
日
で
、

契
約
金
額
は
約
２
億
３
千
４
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
私
の
経
歴
と
シ
ル
バ
ー
で
の
活
動
内
容
を
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
公
共
機
関
や
民
間
企
業
で
、
相
談
員
と
し
て
勤
め
て
お
り
ま
し
た
。

退
職
後
は
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
令
和
２
年
度
に
当
セ
ン
タ
ー
へ
入
会
し
ま
し

た
。
入
会
し
て
間
も
な
く
、
事
務
局
よ
り
セ
ン
タ
ー
の
就
業
・
入
会
相
談
員
の
仕

事
を
紹
介
さ
れ
、
「
今
ま
で
の
経
験
が
役
に
立
つ
の
な
ら
。
」
と
喜
ん
で
、
週
１

回
の
業
務
を
引
き
受
け
る
事
に
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
新
規
入
会
希
望
者
の
方
に

対
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
や
会
員
に
な
る
た
め
の
説
明
と
情
報
の
提
供
。

登
録
会
員
に
つ
い
て
は
、
就
業
相
談
、
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
を
理
解
し
て
頂
く
た
め
の
説
明
や
現
場
で
の
困
り
事
な
ど
は
大

変
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
て
対
応
し
、
事

務
局
へ
の
調
整
・
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。
就
業
相
談
後
、
事
務
局
よ
り
会
員
が

沖縄市SC会員 奥原 弘子さん

「
無
事
就
業
に
就
き
ま
し
た
」
と
報
告
を
受
け
た
時
は
、
嬉
し
く

な
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
も
週
１
回
の
相
談
員
を
続
け
な
が
ら
、
沖
縄
市
役

所
環
境
課
よ
り
受
託
し
て
い
る
「
粗
大
ゴ
ミ
電
話
等
受
付
業
務
」

も
週
２
回
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
就
業
内
容
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
の
8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
で
、
現
在
９
名
の
女
性
会
員

が
１
日
３
～
４
名
体
制
で
就
業
に
就
い
て
い
ま
す
。

市
内
の
粗
大
ゴ
ミ
や
草
木
類
の
受
付
、
市
で
収
集
で
き
な
い
ゴ

ミ
案
内
や
、
民
間
の
処
理
事
業
者
へ
の
案
内
、
ゴ
ミ
の
分
別
相
談

な
ど
、
市
民
か
ら
の
直
接
窓
口
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
前
年
度
の

電
話
受
付
件
数
は
３
万
４
千
７
百
８
４
件
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

中
に
苦
情
や
相
談
対
応
件
数
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
毎
月
２
９
０

０
件
を
超
え
る
相
談
受
付
が
あ
り
、
特
に
１
２
月
は
１
日
で
２
０

０
件
を
超
え
る
電
話
が
あ
る
な
ど
息
つ
く
暇
が
な
い
程
の
忙
し
さ

で
す
。
ま
た
、
次
年
度
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
受
付
も
開
始
予
定
で
、

新
た
な
業
務
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
日
々
で
す

が
、
顔
が
見
え
な
い
方
と
の
会
話
だ
け
に
「
親
切
で
、
丁
寧
な
言

葉
使
い
」
を
心
が
け
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
時
々
、
市

民
の
方
か
ら
「
分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
説
明
を
し
て
頂
き
あ
り
が

と
う
」
と
の
感
謝
の
言
葉
を
頂
く
と
、
こ
ち
ら
も
嬉
し
く
な
り
、

や
り
甲
斐
を
感
じ
ま
す
。

こ
う
し
て
入
会
６
年
目
と
な
り
、
昨
年
度
か
ら
は
、
安
全
委
員

と
し
て
、
委
員
会
や
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
へ
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
へ
入
会
し
て
か
ら
は
、
初
め
て
の
経
験
が
多
く
、

色
々
な
事
も
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
事
を
学
ぶ
機
会
も
増
え
、
働

く
事
で
生
活
に
リ
ズ
ム
が
で
き
、
認
知
症
予
防
に
も
大
い
に
役
立
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
へ
入
会
し
て
、
本
当
に
良
か
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
出
会
い
や
体
験
に
刺

激
を
受
け
つ
つ
、
日
々
笑
顔
で
仕
事
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
で
発
表
を
終
わ
り
に
致
し
ま
す
。(

紙
面
都
合
上
、
文
章
を
割
愛
あ
り)

10月22日のシルボンヌ交流会で沖縄市ｓｃ代表として経験発表を行いました。



・
18
日
（
火
）
安
全
・
適
正

就
業
担
当
者
会
議

・
20
日

(

木)

第
一
層
協
議
体

・
25
日

(

火)

理
事
会
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地
域
社
会
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー
の
新
た
な
決
意
と
要
望

(

要
旨)

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
展
し
、
高
齢
者
の
よ
り
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
就
業
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、

生
き
が
い
の
充
実
、
健
康
の
保
持
増
進
に
、
ひ
い
て
は
地
域
社
会
の
活
性
化
、
医
療
費
や
介
護
費
用
の
削
減
、
孤
独
・

孤
立
の
防
止
な
ど
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
最
近
の
調
査
で
は
、
後
期
高
齢
期
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動

継
続
が
、
介
護
予
防
に
一
定
の
効
果
を
与
え
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
、
七
十
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
が
企
業
の
努

力
義
務
化
と
さ
れ
、
希
望
す
る
者
が
働
き
続
け
ら
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備
が
進
み
、
セ
ン
タ
ー
の
会

員
も
年
々
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
の
事
業
環
境
も
厳
し

く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
、
従
来
の
伝
統
的
な
職
種
に
留
ま
ら
ず
、
新
た
な
職
域
へ
の
進
出
、

人
手
不
足
分
野
等
で
就
業
機
会
の
開
拓
な
ど
、
地
域
の
課
題
を
踏
ま
え
た
積
極
的
な
取
組
の
強
化
に
も
果
敢
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
新
た
な
決
意
の
下
、
本
年
度
か

ら
は
、
セ
ン
タ
ー
の
持
続
的
な
発
展
と
要
と
な
る
会
員
の
拡
大
に
向
け
「
新
た
な
仲
間
づ
く
り
計
画
」
に
基
づ
き
。

女
性
会
員
の
拡
大
や
新
規
入
会
促
進
・
退
会
抑
制
等
の
取
組
を
よ
り
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
就
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
様
々
な
活
動
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

持
続
可
能
な
開
発
目

標)

と
深
く
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
「
自
主
・
自
立
・
協
働
・
共
助
」

と
い
う
理
念
の
も
と
、
会
員
の
安
全
就
業
の
確
保
を
確
実
に
履
行
し
、
国
が
定
め
た
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
順

守
し
つ
つ
、

①
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
、
介
護
施
設
の
介
護
の
周
辺
業
務
の
切
り
出
し
等
に
よ
る

要
支
援
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
事
業
。
②
子
育
て
中
の
現
役
世
代
や
子
供
た
ち
へ
の
支
援
、
空
き
家
管
理
・
墓
地
清

掃
、
遊
休
農
地
・
休
耕
田
を
活
用
し
た
農
場
運
営
な
ど
、
地
域
へ
の
貢
献
度
が
高
く
、
課
題
解
決
に
資
す
る
事
業
。

③
デ
ジ
タ
ル
関
連
や
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
系
職
種
の
事
業
。
④
人
手
不
足
や
働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
地
元
企
業
に
向

け
た
シ
ル
バ
ー
派
遣
等
の
事
業
等
を
重
点
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
発
展
と
就
業
意
欲
に
あ
る
高
齢
者

の
活
躍
の
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
る
決
意
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
八
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
の
推
進
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
・
ご
支
援
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

無

事

故

記

録

令
和
７
年
8
月
12
日

～

年
11
月
1
日
現
在

９４日

第
７
回

理

事

会

第
７
回
理
事
会
が
10
月
21
日(

火)

シ
ル
バ
ー

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
第
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

議
案
第
1
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い

て
は
、
１
０
人
、(

男
性
８
人
、
女
性
2
人)

が
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
10
月
21
日
現

在
の
会
員
数
は
４
８
４
人
。(

男
性
３
２
１

人
、
女
性
１
６
３
人)

と
な
っ
た
。
な
お
、

10
月
の
退
会
者
は
１
人
。

令
和
７
年
９
月
の
実
績
で
は
、
会
員
数
４
７

４
人
で
１
４
人
の
減
、
就
業
実
人
員
は
２
４

６
人
で
２
４
人
の
減
、
配
分
金
約
１
４
５
０

万
円
で
約
９
０
万
円
の
減
、
契
約
金
額
１
８

０
０
万
円
で
約
１
５
０
万
円
の
減
と
な
っ
た
。

(

い
ず
れ
も
対
前
年
度
同
月
比)

～センター事業に更なる支援を！～
10月24日(金)、浜比嘉理事長ら役員

は6月に開催された全国シルバー人材

センター事業協会(全シ協)の「令和7

年度定時総会」で採択されました、

「支援要請文」に基づき、沖縄市長

に要請してまいりました。

１1月の予定


